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障がいのある方のための、点字とＣＤによる「えべつ市議会だより」もあります。

また、ホームページに音声データをアップしております。

議会ホームページ httpｓ://www.city.ebetsu.hokkaido. jp/site/gikai/

ホームページでは、議案等に対する各議員の賛否の状況や会議録（本会議・各委員会）

など、議会の情報が御覧になれます。また、江別市議会フェイスブックでも、議会の最

新情報を発信しておりますので、こちらもぜひ御覧ください。
江別市議会

ホームページ

江別市議会

フェイスブック

次期定例会の開催予定

●第３回定例会

  ９月１日～９月１６日

●各委員会

  ９月２日～９月７日

●一般質問

  ９月９日～９月１１日

※�日程は予定です。詳しくは議会事務
局までお問い合わせください。

◇特集　先進地調査を行いました	 P ２～３

◇令和８年第２回定例会の概要	 P ４～5

◇１３人が登壇　一般質問	 P ６～10

◇特集　ようこそ！！議場へ	 P10

◇出張します！市民と議会の集いの開催結果	 P11

◇活動状況をお知らせ　委員会のページ	 P12

議場を見学する対雁小学校６年生の皆さん　【関連記事10ページ】
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先 進 地 調 査 を 行 い ま し た

  江別市議会では、他の自治体の先進的な取組等について、各

委員会で１年おきに調査を行っています。今年は、4月21日～

23日に議会広報広聴委員会、5月12日～15日に議会運営委員会

がＡ班・Ｂ班に分かれて調査を行いました。

※二次元コードを読み取ると、各委員会の調査報告書をご覧いただけます。

議会広報広聴委員会

  学校単位のみならず、個人でも参加できる議場見学会を

開催し、クイズ形式を交えながら市議会の基礎知識を説明し

ているほか、議場、委員会室、議長室、応接室などの見学も行

い、親子で楽しむことができるよう工夫がなされていました。

  議会だよりの認知度を高め、若年層の議会への関心を向

上させることを目的として、表紙に高校生の作品を掲載する

取組や各種団体とのワークショップ形式による意見交換を行

いながら、親しみやすい誌面づくりを進めていました。

静岡県富士宮市　＜調査項目＞　夏休み親子議場見学会/議会だよりの作成　

  地域別意見交換会や分野別意見交換会のほか、地域のお

祭りやイベントに出向く出張型の意見交換会「シギトーク」の

内容についての説明を受けました。

  気軽に参加してもらえる雰囲気をつくるため、議員はスー

ツを着用しないなどの工夫をされているとのことでした。

  議会だよりの表紙の題字を、市民の皆さんから募集した手

書きの題字にする企画は好評とのことであり、直接的な市民

参加の手法として有効な取組となっていました。

静岡県裾野市　＜調査項目＞　市民と議員との意見交換会/シギトーク/議会だよりの作成　

  主権者教育の一環として、高校生が地域課題を調査・研

究した後に議場で意見交換をする取組は、学校・行政・議

会が連携したものとなっていました。その様子をオンライン

配信により全校生徒が視聴できる環境を整え、見る議会で

はなく、参加する議会へつなげる工夫がなされていました。

  議会だよりの巻頭に市民団体等へのインタビュー記事を

掲載するほか、子育てや地域活動などをテーマとした内容

を増やし、親しみやすい誌面を作成していました。

埼玉県富士見市　＜調査項目＞　富士高生の主張 ｉｎ富士見市議会/議会だよりの作成
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議会運営委員会 Ａ班

 
議会運営委員会 Ｂ班

  開かれた議会を目指す取組の一環として、議長の立候補制と所信表明

を導入していました。推薦者は不要とし、立候補者以外への投票も有効と

していたほか、副議長は、議長を補佐する立場にあり所信表明にはなじま

ないとする考え方や、議長と副議長の間で所信が異なる場合も考えられ

るとの意見を踏まえて、対象外としていました。

福島県須賀川市　＜調査項目＞　正副議長の選出方法/予算決算の審査方法

  議会は何をしているのか分かりにくいなどの声があり、議会の見える化や

透明性の向上を図ることを目的として、議員間討議を「自由討議」と位置づけ、

導入したとのことでした。実施効果としては、①政策形成力・説明力の向上、②

議員個々の資質向上、③議会として具体的な意見表明が可能となったことの

３点を挙げられていました。

岩手県滝沢市　＜調査項目＞　�予算決算の審査方法/議員間討議/正副議長の選出方法　

  通年議会と政策サイクルを連動させ、４つの分科会を設置しているとのこ

とで、事前に準備会で抽出論点票を用いて課題を整理し、委員会では各分

科会が３日間かけて審査を行っていました。３日目の議員間討議に向けて

論点整理をしながら委員会質疑を行うことで、より専門的な審査を行うこと

ができているとのことでした。

福島県会津若松市　＜調査項目＞　正副議長の選出方法/予算決算の審査方法/議員間討議

  正副議長の立候補制と所信表明を導入しており、改選後の初議会では議

員総会において、臨時議会等では全体協議会において、立候補した議員に

よる所信表明を行っていました。所信表明の際に立候補者に質疑ができる

ほか、市民の傍聴が可能であることから、透明性が高まる効果が見られると

のことでした。  

兵庫県芦屋市　＜調査項目＞　正副議長の選出方法/予算決算の審査方法

  議会のデジタル化に積極的に取り組み、委員会のライブ配信のほか、スマ

ートフォンなどの個人のデジタル機器を会議へ持ち込むことも許可されてい

ました。また委員長が必要と認めた場合は、例外的な取扱いとして委員会の

オンライン出席が可能であり、今後は育児や介護などの事情により直接出席

が難しい委員がオンラインで出席できる体制を整備していくとのことでした。

兵庫県西脇市　＜調査項目＞　正副議長の選出方法/予算決算の審査方法/委員会のオンライン出席

  分科会方式を導入し、予算審査は全議員で、決算審査は議会選出監査委

員を除く全議員で行い、約4,000事業を約20の施策に整理し進捗や成果

を検証されていました。決算審査後は全会一致事項を市に提出し、市が翌年

度予算に反映する形で回答する仕組みを構築することで、単なる予算執行

確認にとどまらない政策形成型の議会を目指しているとのことでした。

兵庫県尼崎市　＜調査項目＞　予算決算の審査方法/タブレット端末運用の検証・改善
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◎
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。
寄

附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
団
体
の

拡
大
や
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費

の
医
療
費
控
除
の
特
例
の
延
長
、
住
宅

借
入
金
特
別
税
額
控
除
の
適
用
期
限
に

つ
い
て
、
控
除
の
対
象
年
度
を
令
和
25

年
度
ま
で
、
居
住
年
を
令
和
12
年
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
延
長
す
る
ほ
か
、
固
定
資
産

税
に
お
け
る
免
税
点
の
見
直
し
な
ど
で
、

本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
財
産
の
取
得
（救
急
自
動
車
の
購
入
）

　

老
朽
化
に
伴
い
、
救
急
自
動
車
１
台

を
更
新
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
５
台

の
救
急
自
動
車
の
う
ち
、
平
成
25
年
度

に
取
得
し
た
１
台
を
更
新
す
る
も
の
で
、

本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
財
産
の
取
得
（
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
、
除
雪

グ
レ
ー
ダ
、
凍
結
防
止
剤
散
布
車
、
ロ

ー
タ
リ
除
雪
車
の
購
入
）

　

除
排
雪
体
制
強
化
の
た
め
、
除
雪
ト

ラ
ッ
ク
、除
雪
グ
レ
ー
ダ
、凍
結
防
止
剤

散
布
車
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を
各
１
台

購
入
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
購
入

す
る
も
の
で
、本
議
案
は
、全
員
一
致
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

　

国
等
の
予
算
動
向
に
よ
る
変
更
等
へ

の
措
置
の
ほ
か
、
緊
急
を
要
す
る
も
の

へ
の
措
置
と
し
て
、
介
護
施
設
等
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る
補
助
金
や
部
活

動
指
導
員
の
任
用
数
の
増
加
に
伴
う
報

酬
等
の
追
加
な
ど
に
よ
り
、
665
万
４
千

円
を
増
額
し
、予
算
総
額
は
、618
億
５
千

665
万
４
千
円
に
な
る
も
の
で
、
本
議
案

は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

国
の
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
費
と
し
て
、166
万
４
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
は
、
119
億
４
千
966
万
４
千
円

に
な
る
も
の
で
、本
議
案
は
、全
員
一
致

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

◇�

石
川
奈
穗
江
氏
の
推
薦
を
可
と
答

申

　

◇
一
柳
紳
二
氏
の
推
薦
を
可
と
答
申

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命　

　

◇
麓
美
絵
氏
の
再
任
に
同
意

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

◇�

上
村
健
一
氏
、千
野
智
博
氏
、中
田

孝
貴
氏
、萩
原
英
樹
氏
、三
角
晴
美

氏
の
任
命
及
び
浅
野
目
貴
史
氏
、

伊
藤
良
明
氏
、植
村
登
氏
、工
藤
多

希
子
氏
、砂
川
秀
樹
氏
、田
中
浩
一

氏
、
得
能
謙
二
氏
、
中
島
清
文
氏
、

西
純
一
氏
、保
倉
浩
行
氏
、保
倉
義

治
氏
、松
下
博
樹
氏
、百
瀨
誠
記
氏
、

山
口
利
夫
氏
、
山
田
保
彦
氏
の
再

任
に
同
意

条　
　
　

例

一 

般 

議 
案

予　
　
　

算

人　
　
　

事

第２回定例会は６月１２日から６月２９日まで１８日間の会期で開かれました。

■議案２０件（令和８年度一般会計補正予算など）

■諮問２件

■意見書案７件

■陳情１件

■報告１３件

主な議案の内容についてお知らせします。

令和8年

第2回

定 例 会

補聴器購入費用の助成制度に関する陳情を、全員一致で採択！PIC
KU

P

PIC
KU

P

� ※詳細は[陳情]欄
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◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　

◇
小
林
敏
道
氏
の
再
任
に
同
意

◎
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

◇
白
石
陽
一
郎
氏
の
選
任
に
同
意

■
採
択
と
な
っ
た
陳
情

◎
補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成
制
度
の
創

設
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

全
日
本
年
金
者
組
合
江
別
支
部

　

支
部
長　

吉
田
一
夫
氏

◎
江
別
振
興
公
社
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
、
フ
ラ
ワ
ー
テ
ク
ニ
カ
え
べ
つ
の

令
和
７
年
度
決
算
に
関
す
る
書
類

 

市
が
出
資
し
て
い
る
公
社
や
財
団
、

株
式
会
社
の
令
和
７
年
度
決
算
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

議案・議決結果・賛否の状況については、

江別市議会ホームページで公開して

おります。

陳　
　
　

情

報　
　
　

告

そのほか第２回定例会に提出された議案

件　　名 議決結果

財産の取得（小中学校学習者用タブレットコンピュータの購入） 原案可決（全員一致）

財産の取得（無線ＬＡＮアクセスポイントの購入） 原案可決（全員一致）

八幡最終処分場埋立地外造成工事請負契約の締結 原案可決（全員一致）

監査委員条例の一部改正 原案可決（全員一致）

水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

病院事業の設置等に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

都市計画税条例の一部改正 原案可決（全員一致）

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正 原案可決（全員一致）

全てのケアラーに対する包括的な支援と法的な枠組みの整備を求める意見書 原案可決（全員一致）

住まいの安定と居住支援の抜本的な強化を求める意見書 原案可決（全員一致）

ドナーミルクの利用拡大を求める意見書 原案可決（全員一致）

住宅宿泊事業に対する監督体制の強化と住環境保全を求める意見書 原案可決（全員一致）

高額療養費制度の見直しを求める意見書 原案可決（全員一致）

義務教育費国庫負担制度の堅持など教育予算の拡充と豊かな学びを求める意見書 原案可決（全員一致）

奨学金の金利に対する負担軽減を求める意見書 原案可決（全員一致）

専決処分につき承認を求めること（市税条例の一部改正） 承認

専決処分につき承認を求めること（国民健康保険税条例の一部改正） 承認

専決処分（交通事故に係る損害賠償額の決定） 報告済

一般会計予算継続費の繰越報告 報告済

一般会計予算繰越明許費の繰越報告 報告済

水道事業会計予算の繰越報告 報告済

下水道事業会計予算の繰越報告 報告済
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質
問　

全
国
平
均
で
示
す
米
の
コ
ス
ト
指
標
と
江
別
市
特
有

の
事
情
を
考
慮
し
た
コ
ス
ト
に
は
差
が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

米
の
コ
ス
ト
指
標
は
、
全
国
の
平
均
的
な
規
模
の
生
産

者
を
基
準
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
気
候
や
地

形
、
経
営
規
模
な
ど
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
コ
ス
ト
と
は

差
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

市
で
は
、
多
く
の
生
産
者
が
新
た
な
技
術
の
導
入
や
機
器
の

購
入
で
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
良
質
な
江

別
産
農
産
物
の
価
値
に
見
合
っ
た
価
格
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

質
問　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
自
力
削
減
を
進
め
た
上

で
、
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
へ
の
考
え
は
。

答
弁　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
て
は
、
自
力
で
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
す
る
取
組
や
自
身
の
排
出
量
を
相

殺
す
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
組
な
ど
、
様
々
な
手
法
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

事
業
者
が
地
域
で
創
出
さ
れ
た
Ｊ
‐
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
内
循
環
の

取
組
と
し
て
有
意
義
と
考
え
て
い
る
が
、
市
の

事
業
で
は
、
自
力
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
削
減
を
優
先
し
て
取
り
組
み
た
い
。

江
別
産
農
産
物
に
は
価
値
が
あ
る

地
域
特
有
の
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
適
正
価
格
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
自
力
削
減
と
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
活
用
の
両
立
を

え
べ
つ
地
域
創
生
の
会

鈴す
ず

木き　

誠
ま
こ
と　

議
員

質
問　

単
年
度
収
支
で
約
７
億
円
の
償
還
財
源
が
必
要
と
考

え
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
弁　

市
立
病
院
で
は
、返
済
負
担
の
平
準
化
と
市
全
体
の
財

務
基
盤
の
安
定
化
の
た
め
、病
院
事
業
債
を
活
用
し
て
お
り
、令

和
８
年
度
末
に
は
約
58
億
円
の
起
債
残
高
を
見
込
ん
で
い
る
。

 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
積
極
的
な
救
急
患
者
の
受
入
れ
や
地
域

医
療
連
携
を
強
化
し
た
ほ
か
、
診
療
体
制
の
充
実
に
努
め
、
経

営
の
安
定
化
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。

 

今
後
も
、
医
師
の
確
保
を
進
め
な
が
ら
病
床
稼
働
率
や
診

療
単
価
の
向
上
を
図
り
、償
還
資
金
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

令
和
33
年
度
を
目
途
に
上
江
別
浄
水
場
の
施
設
整
備

が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
給
水
量
が
減
少
し
て
い
る
状
況

も
踏
ま
え
て
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

上
江
別
浄
水
場
は
、
運
転
開
始
か
ら
50
年
の
間
、
計
画

的
な
維
持
管
理
の
下
で
延
命
化
を
図
っ
て
き
た
。

 

上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
令
和
33
年
度
を
目
途
に
施
設
整

備
が
必
要
と
し
た
が
、
使
用
水
量
の
減
少
に
応

じ
た
施
設
規
模
の
適
正
化
や
、
広
域
化
に
よ

る
水
量
確
保
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

令
和
11
年
度
か
ら
の
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
具
体

的
な
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議員が市政をただす

一般質問
今定例会では、１３人の議員が一般質問を行いました。

誌面の都合上、各議員が行った質問の中から、１人２項目を要

約してお伝えいたします。

※�二次元コードを読み取ると、一般質問の動画を御覧いただ

けます。

政
和
会

藤ふ
じ

城き　

正ま
さ

興お
き　

議
員

市
立
病
院
の
病
院
事
業
債

実
行
性
あ
る
償
還
見
通
し
を

上
江
別
浄
水
場
の
施
設
整
備
の
方
向
性

次
期
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
再
検
討
を

※Ｊ-クレジット・ ・企業や自治体が実施した温室効果ガス削減・吸収の取組をクレジットとして認証・取引する制度
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質
問　

第
４
期
江
別
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
で
は
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
弁　

本
計
画
で
は
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
職
員
を
職

場
全
体
で
支
え
合
い
、
女
性
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
環
境
の
整
備
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

 

新
た
な
計
画
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、
計

画
の
趣
旨
を
組
織
全
体
に
浸
透
さ
せ
、
職
員
が
互
い
に
価
値
観

や
働
き
方
を
理
解
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

職
場
環
境
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
方
が

尊
重
さ
れ
る
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

質
問　

要
求
水
準
書
に
示
し
て
い
る
市
の
目
標
、
求
め
る
サ

ー
ビ
ス
の
品
質
や
範
囲
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

要
求
水
準
書
は
、
事
業
者
を
選
定
す
る
上
で
、
民
間
事

業
者
か
ら
の
事
業
提
案
の
た
め
の
前
提
条
件
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ

ス
の
達
成
基
準
や
評
価
基
準
等
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
民
間
事
業
者
か
ら
質
の
高
い
提
案
を
引
き
出
す
た
め
に
事

業
の
範
囲
や
水
準
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

項
目
に
つ
い
て
は
、
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
地

場
産
野
菜
の
使
用
率
や
食
育
に
関
す
る
取
組
等

に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
数
値
等
を
盛
り
込
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

市
民
生
活
を
支
え
る
医
療
機
関
や
介
護
施
設
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
は
。

答
弁　

公
定
価
格
で
運
営
し
て
い
る
事
業
所
等
は
、
物
価
高

騰
等
に
よ
る
経
費
の
増
加
を
価
格
転
嫁
す
る
自
由
度
が
少
な

い
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
影
響
を
比
較
的
大

き
く
受
け
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
事
業
所
等
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
社

会
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て
も
道
の
支
援
内
容
を
注
視
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
検

討
し
た
上
で
、
事
業
の
選
定
を
進
め
た
い
。

質
問　

国
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
組

が
着
実
に
進
む
中
、
助
成
制
度
の
導
入
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

が
ん
患
者
の
５
年
生
存
率
が
向
上
し
、
治
療
と
生
活

を
両
立
さ
せ
な
が
ら
社
会
復
帰
す
る
方
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

治
療
に
起
因
す
る
外
見
の
変
化
に
よ
る
不
安
を
感
じ
る
方
も
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
ケ
ア
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
道
内
自
治

体
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成
の
実
施
状
況
も
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

減
免
対
象
と
な
る
障
が
い
の
種
別
を
統
一
す
る
と
と

も
に
、
低
所
得
者
や
小
中
学
生
の
料
金
の
見
直
し
を
。

答
弁　

郷
土
資
料
館
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
入
館

料
等
を
無
料
に
す
る
規
定
は
、
対
象
者
が
統
一
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る

よ
う
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
表
記
を
整
理
す
る
ほ
か
、
条
例

や
規
則
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

市
教
委
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
・

芸
術
に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
る
よ
う
、
料
金
体
系
や

減
免
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

今
こ
そ
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
幅
広
く
周
知
し
て
は
。

答
弁　

市
で
は
、
い
わ
ゆ
る
青
切
符
に
つ
い
て
、
市
広
報
誌
等

で
の
周
知
の
ほ
か
、
市
独
自
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
中
学
生
に

配
付
し
、
公
共
施
設
等
へ
も
配
架
し
た
。

 

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会

を
目
指
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
周
知
す
る
ほ
か
、
江

別
自
転
車
商
組
合
に
協
力
を
依
頼
す

る
な
ど
広
く
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

郷
土
資
料
館
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

入
館
料
等
の
減
免
制
度
の
改
善
を

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

さ
ら
な
る
周
知
が
必
要
で
は

日
本
共
産
党
議
員
団

高た
か

橋は
し　

典の
り

子こ　

議
員

こ
の
ほ
か
、家
庭
系
ご
み
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、緊
急
時
に
お
け
る
障
が
い
者
の
受
入
れ
及
び
支
援
体
制
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

特
集 

先
進
地
調
査
を
行
い
ま
し
た

一
般
質
問

藤
城 

正
興

鈴
木 

誠

高
橋 

典
子

奥
野 

妙
子

吉
田 

美
幸

猪
股 

美
香

吉
本 

和
子

野
村 

和
宏

岩
田 

優
太

三
吉 

芳
枝

長
田 

旭
輝

干
場 

芳
子

石
川 

麻
美

特
集 

よ
う
こ
そ
‼　

議
場
へ

出
張
し
ま
す
！　

市
民
と
議
会
の
集
い
の
開
催
結
果

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
職
員
を
職
場
全

体
で
支
え
合
う
体
制
の
整
備
を

学
校
給
食
の
業
務
委
託
に
当
た
っ
て
重
要
と

な
る
要
求
水
準
書
の
具
体
的
内
容
は

重
点
支
援
地
方
交
付
金

自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
用
を

が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る
方
へ
の
具
体
的
な

支
援
策
に
つ
い
て
の
検
討
を

民
主
・市
民
の
会

吉よ
し

田だ　

美み

幸ゆ
き　

議
員

公
明
党

奥お
く

野の　

妙た
え

子こ　

議
員

※アピアランスケア・ ・がんやその治療に伴う外見の変化による苦痛を和らげ支援するケア
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質
問　

特
定
の
外
国
製
Ｉ
Ｔ
機
器
を
利
用
す
る
際
に
、
ど
の

よ
う
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
リ
ス
ク
管
理
を
し
て
い
る
か
。

答
弁　

市
で
は
、
特
定
の
機
器
に
限
ら
ず
、
江
別
市
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
基
準
に
基
づ
き
、
安
全
性
や
信
頼
性
が
高
い
Ｉ

Ｔ
機
器
を
調
達
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

 

ま
た
、
全
国
の
行
政
機
関
の
み
が
接
続
で
き
る
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、
強
固
な
ア
ク
セ
ス
制
限
の
下
で
情
報

漏
え
い
や
不
正
送
信
を
防
御
す
る
仕
組
み
と
し
て
い
る
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
端
末
も
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
利
用
や
デ
ー
タ
の
持
ち
出

し
が
で
き
な
い
設
定
に
し
て
、対
策
を
講
じ
て
い
る
。

質
問　

認
知
症
カ
フ
ェ
を
重
要
な
社
会
資
源
と
位
置
づ
け
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
財
政
的
支
援
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
方
と
家
族
の
孤
立
防
止

や
社
会
参
加
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
重
要
な
社
会

資
源
で
あ
る
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
認
知
症
カ
フ
ェ
登
録
制
度
を

通
し
て
、
交
流
会
の
開
催
な
ど
活
動
継
続
に
対
す
る
支
援
や
周

知
活
動
へ
の
協
力
を
続
け
て
き
た
。

 

認
知
症
カ
フ
ェ
に
対
す
る
財
政
的
支
援

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
状
況
も
注
視
し

な
が
ら
、
先
進
事
例
を
調
査
・
研
究
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

次
期
社
会
教
育
総
合
計
画
で
は
、
親
と
し
て
の
責
任
、

健
全
な
家
庭
な
ど
特
定
の
家
庭
像
を
前
提
と
せ
ず
、
あ
ら
ゆ

る
家
庭
が
地
域
で
支
え
合
う
伴
走
型
支
援
を
主
軸
に
し
て
は
。

答
弁　

家
庭
環
境
の
多
様
化
に
伴
い
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安

や
孤
立
を
感
じ
る
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
家
庭
が
増
加
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
現
行
計
画
で
は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
守
り
育
て
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

次
期
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
現
行
計
画
の
考
え
を
基

調
と
し
つ
つ
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
計
画
と
な
る
よ
う
、
社
会
情

勢
に
沿
っ
た
記
載
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
び
の
場
を
確
保
す
る
上
で
、

社
会
教
育
が
担
う
役
割
は
大
き
い
た
め
、
次
期
社
会
教
育
総

合
計
画
に
そ
の
重
要
性
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

不
登
校
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
な
ど
様
々
な

課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
を
含
め
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
学
校
教
育
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
に

社
会
全
体
で
学
び
の
場
を
確
保
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う
に
、社
会
教
育
が
果
た
す
役

割
は
大
き
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
次
期
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

多
く
の
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
ふ
れ
あ
い
入

浴
デ
ー
事
業
を
積
極
的
に
周
知
し
て
は
。

答
弁　

ふ
れ
あ
い
入
浴
デ
ー
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
毎
月
第
４

月
曜
日
に
市
内
３
か
所
の
銭
湯
を
無
料
で
利
用
で
き
る
事
業

で
あ
り
、
市
広
報
誌
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
高
齢
者
向
け
暮
ら
し

の
情
報
誌
に
実
施
日
等
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口
で
の
相

談
の
際
に
も
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
銭
湯
で
も
、
自
主
的
に

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
な
ど
し
て
実
施
日
を
周
知
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
銭
湯
経
営
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、事
業
の
実
施
日
等
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

兵
村
防
風
林
が
周
辺
地
域
に
落
ち
葉
、
松
や
に
、
電

波
障
害
な
ど
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
低
木
を
植
栽

す
る
こ
と
で
改
善
が
期
待
で
き
る
の
で
は
。

答
弁　

兵
村
防
風
林
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
防
風
保
安
林
で

あ
り
、
維
持
管
理
の
範
囲
を
超
え
る
伐
採
や
植
栽
等
は
道
の
管

轄
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
の
台
風
被
害
の
際
に
、
市
は
道

と
協
議
の
上
、植
栽
樹
種
と
し
て
低
木
広
葉
樹
を
選
定
し
た
。

 

防
風
保
安
林
と
し
て
の
重
要
性
と
地
域
の
生
活
環
境
を
両

立
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
再
整
備
に
つ
い

て
道
と
協
議
・調
整
し
て
い
き
た
い
。

政
和
会

野の

村む
ら　

和か
ず

宏ひ
ろ　

議
員

え
べ
つ
地
域
創
生
の
会

猪い
の

股ま
た　

美み

香か　

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

吉よ
し

本も
と 

和か
ず

子こ　

議
員

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
Ｉ
Ｔ
機
器
利
用

時
の
リ
ス
ク
管
理
は

認
知
症
カ
フ
ェ
に
財
政
的
支
援
を

次
期
社
会
教
育
総
合
計
画

伴
走
型
支
援
を
主
軸
に
据
え
る
べ
き

ふ
れ
あ
い
入
浴
デ
ー
事
業
の
積
極
的
な
周
知
を

次
期
社
会
教
育
総
合
計
画

学
校
外
で
の
学
び
の
重
要
性
を
明
確
に

兵
村
防
風
林
が
及
ぼ
す
地
域
へ
の
影
響

道
に
情
報
提
供
す
る
な
ど
解
決
を

こ
の
ほ
か
、障
が
い
者
雇
用
の
推
進
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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質
問　

当
市
の
認
定
期
間
は
全
国
・
全
道
平
均
よ
り
は
短
い

が
、
原
則
で
あ
る
30
日
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
原
則
に
基

づ
く
認
定
期
間
を
目
標
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　

被
保
険
者
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
、
速
や
か
に
認
定
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
や
認
定
審
査

会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
認
定
期
間
の
短
縮
に
努
め
て
き
た
。

 

今
後
は
、
国
の
介
護
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
に
よ
っ
て
30

日
以
内
の
認
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

札
幌
市
手
稲
区
の
事
例
の
よ
う
に
、
複
数
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
を
比
較
し
な
が
ら
見
学
で
き
る
機
会
を
設
け
て
は
。

答
弁　

市
で
は
、
介
護
施
設
の
情
報
を
入
手
す
る
手
段
と
し
て
、

介
護
事
業
所
の
情
報
を
掲
載
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
高
齢
者
向

け
の
情
報
誌
を
作
成
し
て
窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
空
室
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

 

事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
施
設
見
学
会
は
、
介
護
事
業
所

等
が
参
加
す
る
団
体
が
主
催
し
て
お
り
、
市
が

特
定
の
施
設
へ
の
見
学
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

死
亡
届
を
提
出
し
て
か
ら
火
葬
許
可
証
が
交
付
さ
れ

る
ま
で
の
一
般
的
な
流
れ
と
所
要
時
間
の
目
安
は
。

答
弁　

火
葬
許
可
証
は
、
戸
籍
住
民
課
や
大
麻
出
張
所
の
窓

口
で
死
亡
届
を
受
理
し
た
際
に
交
付
し
て
お
り
、
開
庁
時
間

外
や
休
日
に
は
、
本
庁
舎
当
直
室
で
対
応
し
て
い
る
。

 

所
要
時
間
は
、
死
亡
診
断
書
ま
た
は
死
体
検
案
書
に
不
備

が
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
死
亡
者
や
届
出
人
の
住
所
や
本
籍
地
、

関
係
性
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、
お
お
よ
そ
１
時
間
か
ら
１

時
間
半
で
作
成
し
て
交
付
し
て
い
る
が
、
他
市
町
村
へ
の
照
会

が
必
要
な
場
合
な
ど
は
、
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
る
。

質
問　

新
庁
舎
の
開
庁
に
合
わ
せ
て
、
死
亡
に
関
す
る
手
続

を
総
括
し
た
お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
弁　

新
庁
舎
で
は
、
関
係
窓
口
を
１
つ
の
フ
ロ
ア
で
完
結
さ

せ
る
ワ
ン
フ
ロ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
て
お
り
、
お
悔
や
み

窓
口
を
含
む
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
手
続
で
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。

 

窓
口
を
所
管
す
る
部
署
が
連
携
し
、

市
民
に
と
っ
て
よ
り
利
便
性
が
高
く
、
職

員
の
業
務
効
率
が
向
上
す
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

質
問　

多
く
の
児
童
生
徒
に
親
し
ま
れ
て
い
る
給
食
の
強
み

を
生
か
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
居
場
所
づ
く
り
や

交
流
機
会
の
創
出
を
検
討
し
て
は
。

答
弁　

当
市
の
給
食
は
、
地
場
産
食
材
を
取
り
入
れ
て
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
良
い
と
好
評
で
あ
り
、
給
食
の
提
供
が
不
登
校
児
童

生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
等
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

 

不
登
校
児
童
生
徒
に
、
定
期
的
に
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
年
に
数
回
程
度
、
試
食
会
と
同
様
の
形

式
で
あ
れ
ば
提
供
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
他
市
の
先
進
事

例
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

更
年
期
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
相
談
窓
口
等
に
つ

い
て
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁　

更
年
期
に
よ
る
不
調
は
、
年
齢
を
重
ね
る
中
で
誰
も

が
経
験
し
得
る
変
化
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
齢
や
疲
れ
の
せ
い

と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
本
人
の
自
覚
や
周
囲
の
理
解
が
得
ら

れ
に
く
い
特
徴
が
あ
る
た
め
、
正
し
い
知
識
の
普
及
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

更
年
期
に
関
す
る
情
報
提
供
は
、
健
康
相

談
等
の
中
で
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
知

識
を
広
く
普
及
啓
発
す
る
た
め
の
効
果
的
手

法
や
媒
体
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
の
認
定
審
査
を
原
則
30
日
以
内
へ

市
内
の
介
護
施
設
や
介
護
事
業
所
と
連
携
し

た
施
設
見
学
会
を 公

明
党

長お
さ

田だ　

旭て
る

輝き　

議
員

火
葬
許
可
証
の
交
付
は
可
能
な
限
り
迅
速
か
つ

円
滑
に

新
庁
舎
に
は
お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
を

無
所
属

岩い
わ

田た　

優ゆ
う

太た　

議
員

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て

給
食
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を

更
年
期
を
抱
え
な
が
ら
働
く
女
性
へ
の
支
援
は

急
務
、男
性
更
年
期
に
つ
い
て
も
理
解
を

公
明
党

三み

吉よ
し　

芳よ
し

枝え　

議
員

特
集 

先
進
地
調
査
を
行
い
ま
し
た

一
般
質
問

藤
城 

正
興

鈴
木 

誠

高
橋 

典
子

奥
野 

妙
子

吉
田 

美
幸

猪
股 

美
香

吉
本 

和
子

野
村 

和
宏

岩
田 

優
太

三
吉 

芳
枝

長
田 

旭
輝

干
場 

芳
子

石
川 

麻
美

特
集 

よ
う
こ
そ
‼　

議
場
へ

出
張
し
ま
す
！　

市
民
と
議
会
の
集
い
の
開
催
結
果

こ
の
ほ
か
、ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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質
問　

授
業
時
間
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
と
健
康
を
守
る
た
め
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に

充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
弁　

生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
に
は
、
包
括
的
性
教
育

と
共
通
の
目
的
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

市
教
委
で
は
今
年
度
、
教
員
が
主
体
と
な
っ
て
年
間
指
導

計
画
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
授

業
時
間
の
確
保
や
指
導
体
制
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
健
康
を

守
る
教
育
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

市
民
の
通
院
に
お
け
る
交
通
環
境
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　

市
立
病
院
で
は
、
駐
車
場
の
整
備
や
バ
ス
会
社
へ
の
協

力
な
ど
に
よ
っ
て
交
通
環
境
の
確
保
に
努
め
て
き
た
が
、
深
刻

な
乗
務
員
不
足
等
に
よ
り
、
当
院
へ
の
バ
ス
の
本
数
も
減
少
傾

向
に
あ
る
中
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
役
割
分
担
は
、
患
者
の
移
動
負
担
の

軽
減
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 

引
き
続
き
、
市
の
公
共
交
通
政
策
の
方
向

性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
公
立
病
院
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

新
た
に
定
期
接
種
と
な
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

に
関
し
て
、
有
効
性
だ
け
で
は
な
く
副
反
応
に
つ
い
て
も
十

分
な
情
報
提
供
が
必
要
不
可
欠
で
は
。

答
弁　

市
は
、
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
妊
娠
中
の
方
に
、
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
時
の
リ
ス
ク
、
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と

副
反
応
、
接
種
時
期
な
ど
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
る
ほ
か
、
国
が

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
、
市
が
作
成
し
た
分
か
り
や
す
さ
を

重
視
し
た
説
明
文
な
ど
も
用
い
て
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

 

対
象
者
に
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

質
問

（
仮
称
）
子
ど
も
の
権
利
条
例
を
理
念
だ
け
で
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
に
、
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
独
立
し
た
検
証
機
関
の
設
置
が
必
要
で
は
。

答
弁　

市
の
条
例
案
に
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
調
査
・
審
議
す
る
役
割

を
担
う
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
中
で
、
施
策
を
検
証
す
る
仕
組

み
を
設
け
て
お
り
、
施
策
の
状
況
を
同
会
議
に
報
告
し
て
意
見
を

求
め
、
市
が
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

引
き
続
き
、
施
策
へ
の
子
ど
も
の
関
わ
り
に
つ

い
て
は
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

効
果
的
な
指
導
体
制
の
構
築
が
急
務

生
命（
い
の
ち
）の
安
全
教
育
の
推
進
を

市
立
病
院
に
安
心
し
て
通
院
で
き
る
交
通
環

境
の
整
備
を

公
明
党

石い
し

川か
わ　

麻あ
さ

美み　

議
員

ようこそ！！ 議場へ
　令和8年6月30日、対雁小学校6年生（1組～3組）の皆さんが議場見学に来てくれました。議会の役割や
仕組みを説明した後、「よりよい対雁小学校にするには？」について考えてもらうと、「学校にエレベーターをつけ
てほしい」「図書室の本を増やしてほしい」「夏休みの宿題をなくしてほしい」など、たくさんの意見が出されま
した。議場見学の申込みは議会事務局（011-381-1051）で受け付けています。ぜひお待ちしています。

小中学生向けのリーフレット

最後は副議長と一緒に記念撮影 実際に議員席に座りました

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

副
反
応
に
つ
い
て
も
十
分
な
情
報
提
供
を

実
効
性
あ
る
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
向
け
て
子

ど
も
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
機
関
の
設
置
を

民
主
・市
民
の
会

干ほ
し

場ば　

芳よ
し

子こ　

議
員

こ
の
ほ
か
、子
ど
も
へ
の
暴
力
の
防
止
に
つ
い
て
、生
ご
み
対
策
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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出張します！ 市民と議会の集い
４月～７月までの開催報告

皆様、ご参加ありがとうございました。
これからもお申込みお待ちしております。

開催報告HP

特
集 

先
進
地
調
査
を
行
い
ま
し
た

一
般
質
問

藤
城 

正
興

鈴
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誠
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子
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妙
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股 

美
香

吉
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和
子

野
村 

和
宏

岩
田 

優
太

三
吉 

芳
枝

長
田 

旭
輝

干
場 

芳
子

石
川 

麻
美

特
集 

よ
う
こ
そ
‼　

議
場
へ

出
張
し
ま
す
！　

市
民
と
議
会
の
集
い
の
開
催
結
果

開催日：４月９日（木）
会場：野幌公民館　
団体名：江別ホタルの会
参加人数：４名
参加議員人数：３名

開催日：４月26日（日）
会場：野幌公民館
団体名：高齢者の交通費
助成を求める江別の会
参加人数：６名
参加議員人数：３名

開催日：５月20日（水）
会場：総合社会福祉センター
団体名：要約筆記サークル
	 ぷらすONE
参加人数：10名
参加議員人数：３名

開催日：５月19日（火）
会場：大麻体育館
団体名：江別ねこ部
参加人数：８名
参加議員人数：３名



●この市議会だよりは再生紙を使用しています。

活動状況をお知らせします

委員会のページ
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江別市議会広報広聴委員会　　◎委員長　稲守 耕司　　〇副委員長　石川 麻美

●委員　岡 英彦、島田 泰美、高橋 典子、高間 専逸、芳賀 理己、三吉 芳枝、吉田 美幸

を行いました。

　陳情者からの意見陳述と関係部局からの説

明を受け、質疑を行った後、結審では全員一致

で採択すべきものと決しました。

　また、市立病院から、令和８年３月１７日付

で地域周産期母子医療センターの認定や、今

年度からの形成外科開設についての報告があ

り、地域医療機関との連携による高度な周産

期医療の提供や診療機能の充実に関する説明

を受けました。

  下水道施設課から下水道管路の全国特別重

点調査の結果について報告を受けました。調査

の結果、道路陥没につながるような異常はなく、

対策や改築を必要とする緊急度の高い管路は

確認されず、今後も計画的に点検・調査を実施

していくとのことでした。

　また、市民と議会の集いで寄せられた御意見

を踏まえ、合併処理浄化槽に関する取組と課題

について廃棄物対策課から説明を受けました。

　今後も生活を支える重要なインフラの維持

管理と地域の実情に応じた制度運用について

注視してまいります。

  出張します！市民と議会の集いの在り方等

について、知見を深めることを目的として、静

岡県富士宮市、裾野市及び埼玉県富士見市の

３市へ訪問し、先進地調査を実施しました。

　学び得た多くのことから、当市で実施でき

そうなことを見極めて、検討を進めていく予

定です。

　また、昨年度から実施している、出張しま

す！市民と議会の集いは、これまでに５つの

団体と意見交換をさせていただきました。

　今後も引き続き精力的に活動してまいりま

すので、お申込みをお待ちしております。

生活産業常任委員会

インフラ維持に向けた取組を確認！

議会広報広聴委員会

先進地調査の結果を生かした検討を

  傍聴規則を改正し、７月以降に開催される

委員会から傍聴希望者の随時入室を可能とす

ることや傍聴証を交付することになりました。

　また、政策形成サイクルは検討期間を原則

２年とするが、委員会の判断により１年とす

ることも可能とし、市長等の回答は不要とす

る一方、必要に応じて各委員会が提言内容に

ついて所管部局へ報告を求めることを確認し

ました。

　そのほか、議会改革検討小委員会では、ＩＣ

Ｔ化推進基本計画の進捗状況の確認等の協議

を引き続き進めることとなりました。

  旧江別小学校跡地の利活用について、１件

の事業提案がありましたが、３月に予定して

いたプレゼンテーション審査へ移行できる見

通しが立っていないことから、公募型プロポ

ーザルを中止するとの報告を受けました。今

後、募集要項の見直しもあり得るとの説明が

ありました。

　また、学校給食について、中学生への給食調

理に民設民営方式の導入が検討されているこ

とから、民間委託を実施している留萌市の学

校給食センターを調査しました。

  付託された陳情第４号の補聴器購入費用の

助成制度の創設を求めることについての審査

議会運営委員会・議会改革検討小委員会

議会改革を進めます！

総務文教常任委員会

旧江別小学校跡地の利活用は？

民生福祉常任委員会

地域医療と福祉の充実へ！


